
令和５年度村山市農林業の方向性
上位成果目標（農林業産出額）：112.7億円（令和6年度目標値）
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■現状と課題

村山市では、「第５次村山市総合計画 後期基本計画」において、本市
農林業の方向性を定め、国や県と連携しながら農業施策を展開しています。

本市の農林業は、高齢化や後継者不足など農林業従事者の減少が進み、
遊休農地や耕作放棄地等の発生、米をはじめとする農産物等の価格変動に
伴う所得減少、手入れ不足による森林環境の悪化など、多くの課題を抱えて
います。令和５年度は、生活様式の変化に伴う農作物消費の変動や、天候
不良による作柄への影響、ウクライナ侵攻や急速な円安等に伴う資材や肥料
等の高騰により、所得の確保に大きな影響があり、持続可能な農業の実現に
向けた対応が求められています。

対策としては、新規就農者などの担い手の確保・育成、農業経営体の生産
力や経営力の向上、農地の集積・集約化、ICT技術などを活用したスマート
農業の取組、重点作物の産地化やブランド化の推進に向けた様々な支援の
実施、６次産業化や販路拡大などの取組を強化し、農林業所得の増大につ
なげていくことが急務となっています。

そこで、本市の特色や地域性に合わせ、将来の農業の目指すべき姿を明ら
かにし、その実現に向けた施策を計画的に取り組むため、令和元年度から令
和６年度を目標年度とした｢村山市農林業の方向性｣を策定しています。

方向性１
「人づくり」

基準値
H30年度

現状値
R４年度

目標値
R６年度

大区画水田面積 229.9ha 300.6ha 282.1ha

担い手の農地利用面積の拡大 2,071ha 2,381ha 2,177ha

担い手への農地集積率 47.6% 56.4% 50.0%

新規就農者数
19人
/H28-30

30人
/R02-04

30人
/R04-06

認定農業者数 270人 230人 260人

農業法人数 21法人 30法人 30法人

中心経営体数
347経営

体
364経営

体
376経営

体

トップランナー数 90人 137人 105人

各種GAP取得団体数 1団体 2団体 2団体

自然環境体験事業数 7回/年 7回/年 7回/年

方向性３
「地域づくり」

基準値
H30年度

現状値
R4年度

目標値
R６年度

中山間地域等直接支払取組
面積

112ha 127ha 127ha

多面的機能支払取組面積 2,428ha 2,431ha 2,431ha

環境保全型農業直接支払取
組面積

11.56ha 9.76ha 12.00ha

水田ほ場整備率 83.8% 85.4% 85.0%

利用間伐面積 0.6ha ７.9ha 3.0ha

有害鳥獣捕獲頭数 71頭 87頭 360頭

方向性２
「産地づくり」

基準値
H30年度

現状値
R4年度

目標値
R６年度

重点作物ｻｸﾗﾝﾎﾞ 10aあたり産
出額

153万円 151万円 160万円

重点作物ﾓﾓ 10aあたり産出額 61万円 107万円 84万円

重点作物ｽｲｶ 10aあたり産出
額

81万円 110万円 83万円

重点作物ﾄﾏﾄ 10aあたり産出
額

280万円 314万円 292万円

米の産出額 25.9億円 22.1億円 25.9億円

山菜・きのこの産出額 0.33億円 0.17億円 0.33億円

大規模園芸団地数 1団地 1団地 2団地

方向性４
「交流づくり」

基準値
H30年度

現状値
R4年度

目標値
R６年度

新製品(商品)開発件数 4件/年度
10件/年

度
2件/年度

６次産業化補助金利用件数
(延べ)

11件 25件 23件

ふるさと納税の農産加工品商
品数(延べ）

5品目 27品目 11品目

産地直売所販売額
6,487万

円
8,369万

円
7,496万

円

天然ジュンサイ収穫量 1,062kg 1,556kg 1,815kg

ｱｸﾞﾘﾗﾝﾄﾞ事業体験ﾂｱｰ企画参
加人数

1,228人 758人 4,500人

学校給食における地産野菜利
用率

38.7% 48.0% 53.1%

■方向性
本市農林業の現状や課題をふまえ、「目指すべき姿」に向かい4つの方向性毎に目標を
定め、具体的な施策を実施します。

方向性１ 「人づくり」…担い手の確保・育成、経営力の向上
◆新規就農者の確保・育成と多様な人材の確保 ◆競争力の高い経営体の育成
◆林業を支える人材の育成・確保 ◆集落の農業を支える組織強化
◆環境や安全に配慮した生産工程管理（GAP）などの導入

方向性２ 「産地づくり」…複合経営の推進、生産力の向上
◆重点作物の産地化の推進 ◆低コスト化による水田農業の収益性向上
◆経営所得安定対策の確保 ◆果樹や野菜、花き、土地利用型作物の振興
◆木を育て・使い・再び植える「緑の循環システム」の構築

方向性３ 「地域づくり」…農林業を営む環境整備の推進
◆農業を営む生産基盤整備の推進、地域資源をフルに活用した活力ある地域づくり
◆鳥獣被害防止対策の推進 ◆中山間地域等直接支払などの展開
◆スマート農業の取組の推進 ◆森林資源活用のための林道整備

方向性４ 「交流づくり」…農商工連携の推進、販路・消費の拡大
◆６次産業化の普及・推進 ◆農商工連携による付加価値の創出、販路・消費の拡大
◆アグリランドむらやま事業の推進 ◆産直団体や農家民宿等への支援
◆「さくらんぼサポーター」など援農施策の推進 ◆地産地消や食育の推進


